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V　戦後

久留間所長の退任

　六五年度の年度末理事会、評議員会において寄附行為の一部改正と役員人事の異動が決定さ

れた。すなわち、－

　（一）理事および監事の任期三年（第一六条）を二年に改める。理事長のほかに常務理事
をおくこと（第一三条）。
　（二）小田切秀雄教授（当時法大総長代行）および中島正教授（当時財務理事）を評議員に
選任した。
　（三）新理事として、久留間鮫造、大内兵衛、渡辺佐平、有沢広巳、山村喬、中島正、宇佐
美誠次郎、大島清、舟橋尚道の諸氏を選任した。

　なお六六年四月五日の理事会で、久留間所長・理事長はその職を退き、研究嘱託・名誉研究員と

なること、後任には宇佐美理事が就任すること、また大島、舟橋両理事は常務理事となることが決

定された。大原研究所創立いらいの研究員であり、委員あるいは理事として、また戦後は高野所長

のあとを受けて長らく研究所の経営に当って来た久留間教授は、老齢の故をもって所長の席をしり

ぞき、今後は経済学辞典の編集に専心されることになった。

　所員にも若干の人事異動があった。田沼肇兼任研究員の後任として、中林賢二郎氏が六五年四

月より兼任研究員となった。永田職員の後任として是枝洋氏が九月より図書係として入所した。また

六六年三月、中林倭子職員は退所し、後任に唐谷喜夫氏が入所し庶務会計事務を担当することに

なった。同日付で中林賢二郎兼任研究員は専任研究員となった。大島研究員は同年一一月法大常

務理事に就任した（翌年四月末辞任）。久留間所長の退任後、運転手をしてきた金鳳記嘱託は、今

後、資料集収に協力することになった。

　なお一九六五年度の研究所予算は一七二一万円であった。

　一九六六～六九年　昭和四一～四四年　恒例の高野岩三郎先生追憶会は、一九六六年四月五

日午後五時より私学会館において開催された。今回より高野岩三郎、櫛田民蔵の両氏をあわせて

追憶することになった。この日、大内兵衛、森戸辰男、久留間鮫造、高野一郎、宇野弘蔵、野上弥

生子、櫛田ふき、櫛田克巳、有沢広巳、笠信太郎、佐多忠隆氏らのほかに、嘉治隆一、本田喜代

治、滝口義敏氏ら多数の人びとが出席し、高野、櫛田両氏の面影を偲んで話し合った。

　六月二日には、久留間前所長の送別会が研究所内に開かれ、同月二〇日には栗田確也氏の主

催で東京新橋・中国飯店において同じく送別の宴がひらかれた。久留間研究嘱託の経済学辞典編

集の仕事は着々と進行し、この年内に編集用原稿（ドイツ文）のエレファックス複写は五〇〇枚に達

した。

　一九六四年より三ヵ年にわたって継続実施してきた「わが国労働市場の総合研究」は、最終年度

をむかえ、実態調査と同時に研究結果のとりまとめの段階にはいった。実態調査は（1）阪神工業地

帯における労働市場（舟橋、二村研究員担当）、（2）四日市臨海工業地帯、石油化学コンビナートに

おける労働市場（大島、斉藤、小林研究員担当）が対象となった。また地域労働市場に関する統計



調査資料も多数集収された（こうして三ヵ年にわたり集められた地方経済統計調査報告等の文献コ

レクションは年度末に大原研究所に寄贈された）。実態調査の打切り後、報告書をとりまとめ文部省

に提出した。
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